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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・発熱、体調不調者が多い為、引き続きバイタルサインの確認、体調確認を行うこと。

・面会制限の緩和について

本日より「面会場所を限定」して面会が再開されるとのこと。

面会場所：南Aエレベーターホール

・中村　茂様1/29（木）9：30頃、青明舎で移山寮の三浦さんが面談予定。
＜利用者情報＞

・佐々木　宏樹　様～H26.11.26利用開始。「自宅に一人でいると不安になる」と訴えており、病院受診や用事以外は積極的にデイケアを利用。家族との関係性に悩み、「自分を信用しないで、デイケアに行ってると言っても疑ってくる」「何度も電話してくるし、干渉が辛い」と訴えており、随時傾聴し対応策の検討を行っていた。H27年1月中旬、「一度家族と離れて、しっかりと治療したい」と本人より主治医へ相談があり、入院を検討。デイケアにて、飲酒について「正月過ぎた後が、とても辛かった」「休肝日がない状態なんですよ」と訴え、入院治療をし、生活環境を整えた上で断酒をしていくことの必要性について振り返りが行われていた。本日、アルコール依存症治療プログラム実施の為、当院へ入院となり、本日付でデイケアを中止となる。
・磯島　貴広　様～一人暮らしの件について本人と面談を実施。充分な準備なく一人暮らしを始めることで、病状を崩して入院してしまう危険性もあることを本人へ伝えると、｢確かに、もう入院は嫌っスね…｣｢せっかく今、具合良いし｣と話している。また、主治医からも高血糖･体重増加を心配されていることを伝え、血糖値管理や体重減量が上手くいくようになってから、一人暮らしを具体的に進めることを提案すると｢うーん…｣｢そっすね｣と一応納得して頂いている。母へは気持ちを伝えたいとのことで、母へ伝えた後、職員からも伝えることを説明し了解している。今後も面談を実施し必要に応じてアドバイスを行っていく事とする。
・平　康子　様　～体温は平熱だが、咳が続いているとのことで、症状が消失するまではGHあおぞらの他入居者含めて今週は全員欠席していただくこととしている。グループホーム世話人と情報を共有していく事とする。

・八木橋　牧雄様～昨日来所時、体温36.5℃。18：30再検にて、体温37.0～37.2℃となっている。顔面紅潮があり、目が潤んでいる。酒臭はないが、手指振戦が強く、飲酒について確認すると「飲んでない。大丈夫だ」「震えるのは、手が痺れているからだ」と話している。万が一を考慮し、早めに帰宅して頂いている。

・中村　茂　様　～発熱無く、咳が出なくなった為、1週間ぶりに来所している。寒気がすると話しているが、寒気は以前からある症状との事。また、身体がなまっていると感じているとの事。運動プログラムでは、動きが小さいが自分の動ける範囲で動き、更に自主的にストレッチをしている為、評価している。

・長瀬　紘一郎様～1/20（火）、弟様付き添われ、八戸赤十字病院受診するが、その後の経過の連絡ないため、弟様に連絡をとり、八戸赤十字病院に入院後の様子を確認。脳腫瘍と診断を受け、脳が腫れている状態で、それを元に戻す治療をしている。現在は入院時よりは表情が良くなっているが、右手が思うように動かない状態であるとの事。入院期間は1ヶ月の予定と説明されている。
＜外来情報＞
・松川　順子　様～風邪症状を訴え、漢方薬処方となっている。
・佐々木　宏樹様～アルコール依存症治療プログラム参加目的で13：30入院となっている。

・森　美智男様　～本人は大腸検査の為来院できず、妻が受診している。

・細谷地　与蔵様～荻生内科医院にて降圧剤減薬となり、頭が重いと首を下げていることが見られている。以前にも首を下げていることが見られており、通所利用時は経過観察するように指示あり。

